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論 文 の 内 容 の 要 旨
（目的）
　デングウイルス（DENV）は急性熱性疾患であるデング熱（DF）、致死的疾患であるデング出血熱（DHF）、
デングショック症候群（DSS）などの病態を示すフラビウイルスであり、DENV 1 － 4 型が存在する。 DHF 
は再感染時に多く発生する。これは初感染時に誘導された中和能を有しない DENV型交叉性抗体に起因す









各 FcγRIIA変異体を COS-7 細胞に導入し、その発現をウエスタンブロット法、フローサイトメトリー法、
抗原抗体蛍光染色法（FA）にて確認した。また各 FcγRIIA変異体発現細胞における DENVの ADE発生
を FA及びフローサイトメトリー法（FACS）にいて検討した。さらに各 FcγRIIA変異体におけるキャッ




（1） 各 FcγRIIA変異体の COS-7 細胞における発現率は 50％以上であった。次に各 FcγRIIA変異体における
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抗体（mAb-4G2）条件下での DENV-2 ウイルス価は mAb-4G2 を加えない場合と比較して高値で、







（1） 以上の結果により、COS-7 細胞では FcγRIIAを介するシグナリングシステムは ADEの機序において重









審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は、デング出血熱の発症機構における FcγRIIAの役割を解明した学術的に極めて価値の高いもので
ある。
　よって、著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
